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「
政
冷
経
冷
文
冷
」
の
日
中
関
係 

 

党
を
貫
く
陰
惨
な
政
治
闘

争
史
が
物
語
る
よ
う
に
、
ま

た
、
９
月
の
「
習
近
平
２
週

間
雲
隠
れ
」
事
件
が
暗
示
す

る
よ
う
に
、
今
回
の
党
大
会

で
も
、
新
指
導
部
人
事
を
め

ぐ
り
、
様
々
な
駆
け
引
き
が

あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

 

し
か
し
、
巷
に
流
れ
る
「
太

子
党
、
共
青
団
グ
ル
ー
プ
、

江
沢
民
派
の
三
つ
巴
戦
」
と

い
う
見
方
に
与
し
、「
何
派
の

勝
利
」
と
い
っ
た
類
の
結
論

を
下
す
こ
と
に
私
は
慎
重
で

あ
る
。 

 

 

そ
れ
は
、
特
定
個
人
に
対

す
る
色
分
け
の
有
効
性
に
疑

問
を
持
た
ざ
る
を
え
な
い
か

ら
だ
。
複
数
の
グ
ル
ー
プ
に

属
す
る
人
間
も
い
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
か
つ
て
は
趙
紫
陽
の

右
腕
だ
っ
た
が
、
主
人
の
失

脚
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の

後
複
雑
な
人
間
関
係
の
海
を

泳
ぎ
切
り
、
最
後
に
は
総
理

の
座
を
射
止
め
た
温
家
宝
の

例
も
あ
る
。 

 

政
治
局
委
員
を
務
め
た
父

親
を
持
ち
、
太
子
党
の
ト
ッ

プ
と
さ
れ
る
習
近
平
で
は
あ

る
。 

 

し
か
し
、
政
治
局
委
員
レ

ベ
ル
以
上
で
、
彼
の
側
近
と

さ
れ
る
人
物
は
栗
戦
書
（
政

治
局
委
員
、
中
央
書
記
処
書

記
、
中
央
弁
公
庁
主
任
）
１

人
だ
け
だ
。
し
か
も
、
栗
は

太
子
党
に
は
属
さ
な
い
。 

 

 

次
に
、
共
青
団
グ
ル
ー
プ

と
言
っ
て
も
、
党
内
第
２
位

に
つ
け
た
李
克
強
に
と
っ
て
、

自
身
と
胡
錦
濤
に
似
た
緊
密

な
関
係
に
あ
る
側
近
が
「
グ

ル
ー
プ
」
を
形
成
す
る
ほ
ど

大
勢
い
る
か
は
疑
わ
し
い
。 

 

む
し
ろ
、
１
期
限
定
と
な

ろ
う
が
、
次
期
総
書
記
就
任

が
年
齢
的
に
可
能
な
李
の
、

10
年
後
に
向
け
た
動
き
に
、

私
は
注
目
し
た
い
。 

 

さ
ら
に
、
江
派
に
つ
い
て

も
、
ト
ッ
プ
の
座
か
ら
離
れ

て
既
に

10
年
た
ち
、
し
か
も

86
歳
と
い
う
高
齢
を
考
え
る

と
、
江
沢
民
が
影
響
力
を
発

揮
す
る
の
も
、
今
後
は
難
し

か
ろ
う
。 

 

 

要
は
、
習
近
平
、
李
克
強
、

張
徳
江
、
兪
正
声
、
劉
雲
山
、

王
岐
山
、
そ
し
て
張
高
麗
と

い
う
７
名
か
ら
な
る
最
高
指

導
部
が
誕
生
し
た
と
い
う
事

実
が
あ
る
だ
け
な
の
だ
。 

 
党
と
政
府
の
主
要
ポ
ス
ト

が
決
定
す
る
の
は
、
３
月
の

「
両
会
」（
全
国
政
協
と
全
人

代
）
終
了
時
と
な
る
が
、
最

終
的
に
は
、
習
が
党
と
国
家

の
中
央
軍
事
委
員
会
主
席
と

国
家
主
席
、
李
が
総
理
、
張

徳
江
が
全
人
代
委
員
長
、
兪

が
全
国
政
協
主
席
、
劉
が
中

央
書
記
処
書
記
、
王
が
中
央

紀
律
検
査
委
員
会
書
記
、
そ

し
て
張
高
麗
が
、
筆
頭
副
総

理
の
ラ
イ
ン
に
落
ち
着
く
だ

ろ
う
。 

 

常
務
委
員
が
９
名
か
ら
７

名
に
減
少
し
た
こ
と
に
よ
っ

て
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
「
政

法
」
（
治
安
、
司
法
、
検
察
、

ス
パ
イ
摘
発
な
ど
の
領
域
を

網
羅
）
分
野
の
専
任
担
当
者

が
最
高
指
導
部
か
ら
消
え
た
。 

 

こ
の
う
ち
、
前
者
は
前
中

央
宣
伝
部
長
の
劉
が
兼
任
す

る
模
様
だ
。
一
方
、
後
者
に

は
政
治
局
委
員
兼
公
安
部
長

の
孟
建
柱
が
既
に
就
任
し
て

い
る
。 

 

政
法
担
当
ト
ッ
プ
が
、
政

治
局
常
務
委
員
か
ら
政
治
委

員
に
降
格
し
た
の
は
、

10
年

間
の
周
永
康
（
前
公
安
部
長
）

時
代
、
政
法
分
野
に
お
け
る

治
安
部
門
の
力
が
強
く
な
り

す
ぎ
た
こ
と
へ
の
反
省
が
あ

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

 

法
治
の
軽
視
が
、
失
脚
理

由
の
一
つ
と
さ
れ
る
薄
熙
来

事
件
と
の
関
連
性
も
指
摘
で

き
よ
う
。 

 

憲
法
上
、
最
高
国
家
権
力

機
関
と
位
置
付
け
ら
れ
、
政

法
分
野
の
監
督
者
と
さ
れ
て

い
る
全
人
代
と
、
そ
の
ト
ッ

プ
（
委
員
長
）
の
権
限
が
、

今
後
強
化
さ
れ
る
可
能
性
も

考
え
ら
れ
る
。 

 

指
導
部
人
事
で
、
最
も
意

外
性
を
も
っ
て
受
け
止
め
ら

れ
た
の
が
、
胡
錦
濤
の
中
央

軍
事
委
員
会
主
席
辞
任
（
と

習
近
平
の
同
主
席
就
任
）
で

あ
る
。 

 

胡
は
、
党
内
の
一
切
の
職

務
か
ら
退
く
こ
と
で
、
引
退

の
制
度
化
を
進
め
、
長
老
政

治
に
終
止
符
を
打
ち
、
ス
ム

ー
ズ
な
権
力
移
譲
を
行
っ
た

と
い
う
「
崇
高
な
徳
性
」
を

ア
ピ
ー
ル
で
き
る
こ
と
と
な

っ
た
。 

 

 

ま
た
、
辞
任
は
す
る
も
の

の
、
大
会
前
に
軍
の
４
大
ポ

ス
ト
と
副
主
席
人
事
を
断
行

す
る
こ
と
で
、
胡
は
実
質
的

影
響
力
を
残
す
こ
と
に
も
成

功
し
た
。 

 

た
だ
し
、
軍
事
委
員
会
主
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席
就
任
３
日
目
に
し
て
、
上

将
昇
進
人
事
を
行
っ
た
習
近

平
の
実
力
者
ぶ
り
は
、
無
視

で
き
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 

 

25
名
の
政
治
局
委
員
の
中

に
は
、
常
務
委
員
で
は
な
い

平
の
委
員
が

18
名
い
る
。 

 

常
務
委
員
７
名
の
う
ち
、

習
と
李
以
外
の
５
名
は
年
齢

的
に
再
任
の
可
能
性
が
低
い

こ
と
か
ら
、
次
期
常
務
委
員

候
補
に
対
す
る
内
外
の
関
心

は
高
い
。 

 

注
目
さ
れ
る
の
は
、
政
治

局

委

員

２

期

目

の

李

源

潮

（
１
９
５
０
年
生
。
共
青
団

中
央
書
記
処
書
記
を
経
験
）

と
汪
洋
（

55
年
生
。
胡
錦
濤
、

李

克

強

と

同

じ

安

徽

省

出

身
）
、
今
回
中
央
入
り
し
た
劉

奇
葆
（

53
年
生
。
中
央
書
記

処
書
記
、
中
央
宣
伝
部
長
）
、

趙
楽
際
（

57
年
生
。
中
央
書

記
処
書
記
、
中
央
組
織
部
長
）
、

孫
政
才
（

63
年
生
。
重
慶
市

書
記
）
、
胡
春
華
（

63
年
生
。

内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
書
記
。

共
青
団
中
央
書
記
処
書
記
を

経
験
）
な
ど
で
あ
る
。 

 

 

胡
錦
濤
の
影
響
力
は
、
大

会
で
採
択
さ
れ
た
文
書
（

17

期
中
央
委
員
会
活
動
報
告
と

修
正
党
規
約
）
に
お
い
て
も

確
認
で
き
る
。 

 

 

胡
の
代
名
詞
で
あ
る
「
科

学
的
発
展
観
」（
調
和
の
と
れ

た
、
持
続
的
発
展
を
志
向
す

る
考
え
方
）
が
、
鄧
小
平
理

論

と

江

沢

民

が

提

起

し

た

「
３
つ
の
代
表
と
い
う
重
要

思
想
」
に
並
ぶ
、
党
の
長
期

的
指
導
理
念
に
格
上
げ
さ
れ

た
こ
と
が
、
そ
れ
で
あ
る
。 

 

つ
ま
り
、
新
指
導
部
は
今

後
５
年
間
、
あ
る
い
は
少
な

く
と
も
当
初
の
２
～
３
年
は
、

こ
の
「
遺
言
」
を
着
実
に
実

行
に
移
し
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
の
だ
。 

 

 

で
は
、
こ
の
新
指
導
部
の

対
日
政
策
は
、
ど
の
よ
う
な

も
の
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。

尖
閣
「
国
有
化
」
以
降
の
日

中
関
係
は
好
転
し
始
め
る
の

だ
ろ
う
か
。 

 

「
中
国
は
遂
に
ル
ビ
コ
ン

川
を
渡
っ
た
」
。
９
月

12
日
、

調
査
旅
行
先
の
海
南
省
海
口

市
で
朝
刊
を
目
に
し
た
私
は
、

直
感
し
た
。 

 

 

通
常
で
あ
れ
ば
、
政
治
問

題
な
ど
ほ
と
ん
ど
取
り
上
げ

な
い
地
元
大
衆
紙
の
い
ず
れ

も
が
、
第
１
面
か
ら
数
ペ
ー

ジ
を
割
い
て
、
対
日
批
判
を

展
開
し
て
い
た
の
で
あ
る
。 

 

日
本
政
府
が
国
有
化
を
決

定
し
た
当
日
（

11
日
）
の
う

ち
に
、
そ
う
し
た
紙
面
づ
く

り
を
命
ず
る
指
示
が
中
央
か

ら
下
り
て
い
た
に
違
い
な
い
。

共
産
党
は
世
論
の
扇
動
を
決

意
し
た
の
で
あ
る
。 

 

私
は
実
際
、「
今
日
の
釣
魚

島
は
ど
ん
な
感
じ
？
」
と
い

う
、
日
常
会
話
で
は
普
段
あ

り
え
な
い
、
市
民
の
や
り
取

り
を
耳
に
し
た
。 

 

 
一
部
の
日
系
企
業
を
対
象

と
し
た
破
壊
、
放
火
、
略
奪

の
嵐
が
、
そ
の
直
後
に
吹
き

荒
れ
た
の
は
、
周
知
の
と
お

り
で
あ
る
。 

 

こ
の
よ
う
な
仕
打
ち
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
山
東
省
青
島

市
の
日
系
総
合
デ
パ
ー
ト
が
、

さ
る

11
月
下
旬
に
営
業
を
全

面
再
開
し
た
。 

 

い
か
な
る
事
態
が
生
じ
よ

う
と
も
、
関
係
を
断
つ
こ
と

な
ど
で
き
な
い
ほ
ど
に
ま
で

発
展
し
た
日
中
両
国
の
相
互

依
存
関
係
に
鑑
み
る
と
、
喜

ば
し
い
出
来
事
で
あ
り
、
勇

気
あ
る
決
断
だ
。 

 

関
係
悪
化
の
長
期
化
に
よ

る
一
種
の
「
慣
れ
」
で
、
対

立
ム
ー
ド
に
多
少
の
緩
和
感

も
出
て
き
た
。
し
か
し
、「
政

冷
経
冷
文
冷
」
の
状
況
に
、

大
き
な
変
化
が
生
じ
る
こ
と

は
、
暫
く
期
待
で
き
ま
い
。 

 

予
想
さ
れ
た
こ
と
で
は
あ

っ
た
が
、
９
月
か
ら

10
月
に

か
け
て
内
閣
府
が
実
施
し
た

世
論
調
査
で
、「
中
国
に
対
し

て
親
し
み
を
感
じ
な
い
」
が

過
去
最
高
に
（

80
・
６
％
）

な
っ
た
こ
と
は
、
今
後
の
対

中
外
交
展
開
に
あ
た
っ
て
の

足
か
せ
と
な
ろ
う
。 

 

私
が
、
日
中
関
係
の
好
転

は
暫
し
期
待
で
き
な
い
と
判

断
す
る
根
本
的
理
由
は
、
両

国
関
係
を
規
定
す
る
基
本
構

造
に
変
化
が
な
い
か
ら
だ
。 

 

不
安
定
さ
を
増
す
そ
れ
ぞ

れ
の
国
内
情
勢
、
歴
史
認
識

を
め
ぐ
っ
て
埋
ま
る
こ
と
の

な
い
両
国
間
の
溝
、
そ
し
て
、

「
中
華
民
族
の
偉
大
な
復
興
」

を
目
指
す
中
国
の
貪
欲
な
対

外
進
出
。
い
ず
れ
も
、
両
国

の
冷
静
か
つ
理
性
的
な
対
応

を
拒
む
重
大
要
因
で
あ
る
。 

 

小
泉
総
理
退
陣
と
、
四
川

大
地
震
に
お
け
る
日
本
救
援

隊
の
献
身
的
な
活
動
を
背
景

に
、
２
０
０
７
年
か
ら

08
年

に
か
け
て
、
日
中
関
係
は
順

調
に
推
移
し
た
。
し
か
し
、

こ
れ
も
、
結
局
の
と
こ
ろ
は

ウ
ド
ン
ゲ
の
花
で
し
か
な
か

っ
た
。 

 

今
回
の
党
大
会
に
目
を
転

じ
て
も
、
関
係
改
善
に
向
け

た
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
読
み
取
れ

な
い
。 

 

胡
錦
濤
の
活
動
報
告
に
盛

ら
れ
た
外
交
政
策
に
新
機
軸

は
な
く
、
海
洋
を
主
戦
場
に

設
定
し
、
強
大
な
軍
事
力
を

裏
付
け
と
し
て
、
あ
く
ま
で

も
自
ら
の
主
権
を
維
持
し
拡

張
す
る
と
い
う
姿
勢
に
変
化
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は
な
い
。 

 
12
月
中
旬
の
中
国
機
に
よ

る
尖
閣
諸
島
領
空
侵
犯
事
件

は
、
領
土
問
題
で
は
一
歩
も

引
か
な
い
と
い
う
、
新
指
導

部
の
立
場
表
明
で
あ
ろ
う
。 

 

 

こ
れ
は
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ

ッ
ク
の
影
響
を
世
界
で
最
も

早
く
克
服
し
た
と
い
う
自
己

認
識
を
も
っ
て
以
降
、
中
国

の
対
外
姿
勢
に
見
ら
れ
る
顕

著
な
点
で
あ
る
。
現
下
の
対

日
政
策
の
反
映
と
い
う
以
上

に
、
世
界
戦
略
の
一
環
と
し

て
と
ら
え
る
べ
き
も
の
だ
。 

 

係
争
地
域
を
自
国
領
と
す

る
新
パ
ス
ポ
ー
ト
を
５
月
に

発
行
し
た
こ
と
で
、
中
国
は

周
辺
関
係
国
・
地
域
と
の
間

に
無
用
の
摩
擦
を
生
ん
で
い

る
。 

 

新
た
な
国
際
秩
序
を
構
築

し
た
い
と
い
う
欲
求
が
、
国

際
社
会
で
十
分
に
受
け
入
れ

ら
れ
て
い
な
い
と
認
識
す
る

「
幼
児
期
の
大
国
」
の
ス
ト

レ
ス
の
現
れ
な
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。
我
々
が
、
い
ま
立

ち
向
か
お
う
と
い
る
の
は
、

こ
う
し
た
意
味
で
も
、
厄
介

な
隣
国
な
の
だ
。 

 

日
本
が
こ
れ
か
ら
目
指
す

べ
き
中
国
と
の
関
係
は
、
尖

閣
を
め
ぐ
る
対
立
の
存
在
を

も
前
提
と
し
た
も
の
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
に
は
、

危
機
管
理
シ
ス
テ
ム
の
構
築

と
い
う
側
面
も
あ
る
。 

 

さ
ら
に
、
ク
リ
ア
す
べ
き

最
低
要
件
は
、
わ
が
国
の
主

権
確
保
と
、
そ
れ
に
対
す
る

中
国
の
暗
黙
の
了
解
で
あ
る
。

中
国
同
様
、
尖
閣
諸
島
に
対

す
る
主
権
を
主
張
す
る
台
湾

も
、
受
け
入
れ
可
能
な
枠
組

み
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 

し
た
が
っ
て
、
こ
こ
か
ら

浮
か
び
上
が
る
両
国
関
係
像

は
、
尖
閣
諸
島
の
主
権
は
あ

く
ま
で
も
わ
が
方
に
あ
る
こ

と
を
、
何
ら
か
の
形
で
明
確

に
担
保
し
つ
つ
も
、「
緩
や
か

さ
」
や
「
曖
昧
さ
」
を
残
し

た
、
「
戦
略
的
」
で
、
「
互
恵

的
」
な
も
の
と
な
ろ
う
。 

 
 

 

 

も
ち
ろ
ん
、
以
上
と
は
別

に
、
わ
が
国
と
し
て
独
自
に
、

粛
々
と
進
め
る
べ
き
課
題
も

多
い
。 

 

第
１
に
、
領
土
領
海
の
最

前
線
で
中
国
と
対
峙
し
て
い

る
海
上
保
安
庁
と
関
連
警
備

体
制
の
強
化
だ
。
政
府
は
、

こ
れ
を
最
重
要
課
題
の
１
つ

と
す
べ
き
で
あ
る
。 

 

第
２
に
、「
領
土
問
題
は
存

在
し
な
い
の
で
、
広
報
活
動

は
行
わ
な
い
」
と
の
方
針
を

改
め
、
外
務
省
を
中
心
に
、

国
際
社
会
で
積
極
的
な
広
報

活
動
を
行
っ
て
い
く
こ
と
も

重
要
だ
。 

 

 

中
国
が
展
開
す
る
「
盗
人

日
本
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
植
え

つ
け
ら
れ
る
の
は
、
是
非
と

も
阻
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。 

 
第
３
に
、
中
国
と
の
間
で
、

主
権
や
安
全
保
障
に
か
ら
む

問
題
を
抱
え
る
周
辺
国
や
東

南
ア
ジ
ア
各
国
・
地
域
、
そ

し
て
、
米
国
な
ど
と
の
連
携

を
強
め
、
国
際
社
会
と
の
か

か
わ
り
を
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
重
視
す
る
よ
う
、
中
国
に

働
き
か
け
る
こ
と
も
必
要
だ

ろ
う
。 

 

中
国
が
目
指
す
科
学
的
発

展
観
に
基
づ
く
調
和
の
と
れ

た
世
界
秩
序
と
は
、
そ
う
し

た
既
存
の
枠
組
み
を
受
け
入

れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て

生
ま
れ
う
る
も
の
な
の
だ
と
。 

 

国
交
正
常
化

40
周
年
の
記

念
す
べ
き
年
に
、
そ
の

40
年

間
で
最
悪
の
状
況
に
陥
っ
て

し
ま
っ
た
感
の
あ
る
日
中
関

係
だ
が
、
危
機
は
好
機
で
も

あ
る
。 

 

 

こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
重

層
的
な
日
中
関
係
が
、
尖
閣

問
題
で
振
り
回
さ
れ
る
に
ま

か
し
て
は
な
ら
な
い
。
わ
が

国
で
の
政
権
交
代
を
も
一
つ

の
契
機
と
し
て
、
い
ま
こ
そ

我
々
一
人
ひ
と
り
が
知
恵
を

出
し
合
い
、
未
来
志
向
の
新

た
な
関
係
構
築
に
努
力
す
べ

き
で
あ
る
。 


